
日本産主要樹種の性質

本試験をはじめるにあたって

木材をできるだけ合理的に，効果的iこ利用するためには，その木材の特性によって使途をえ

らぶことが必要で、あり， このためには，それぞれの木材の諸性質を明らかにしておかなければ

ならないの しかしいかんながら，わが国にはこの意味で、の十分な資料が整っているとはいうこ

とができない。なるほど占・くから，わが閏のおもな樹種について，多くの研究者によって機械

的性質をはじめ，他の物理的，化学的性質が求められているが，これらはし、ずれも断片的にす

ぎず，系統的に求められたものではないっまた，その方法も区々であるため，それらの資料を

相互に比較できないのが実情である。

仮りに同じ原木から各種の諸性質が試験されたならば，その数値を互いに比較検討して，各

種性質問の関連性をも明らかにすることができるであろう。さらに諸性買を判断する試験法も

その一郎は]IS によって決められているが，実際に利用加工するための J1i性質となると，まだそ

の試験法の決められて L 、なし、ものが多く，機会あるごとにこれらを決めていくことも必要であ

る。たとえば，数多くの試験法が決められていて，ある樹種が合板に過するかどうかを知りた

いばあい，これらのうちいくつかの試験を実施して，その適性を判断することができれば，き

わめて好都合といえよう J とくに，今後未知の外材が輸入される現在では，このようなことが

強く望まれている。この意味で性質を判断するための試験法の決定が必要で、ある。

いずれにしても，わが国の主要樹種について，その素性の明らかな材料から，とくに加工上

必要な機械的，物理的，化学的，加工的性質を求めておき，しかもその一部は保管されており

必要に応じて検討のできるシステムになってレることは，木材のごとき複雑な材料を研究対象

としているかぎり，きわめて重要なことである。このようなことこそ，林業試験場としての大

きな使命であると考え，本研究の実施にふみきったものである J これを完遂していくには，幾

多の困難のあることも予想されるが，できうるかぎり克服して成果を挙げることを期待してい

る勺

本試験の実施は，木材音11，林産化学部両部の多くの研究室に関連しているため，試験の進展

は必ずしも歩を同じくできないことが多いので，成果の発表ほとりあえず一部で、も完了したも

のから断片的にでも行ない，機会をみて総括的とりまとめをする考えである。

ここに本試験の実施にふみきった主旨をのぺ，これが試験業務のーっとして永く継続し目的

の完遂をとくに期待して止まないっ

(木材育店長小倉武夫〉
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1.研究方針

この試験は，わが悶に産するおもなる有用樹租について，その利用上の諸特性を切らかにし，利用上の

指針とするために始められたものである。諸特性を比較判断するためには，当然試験比統一された試験法

で，統一された試料に対して系統的に行なわれねばならなし、。そのためには，試験は広範囲膨大なものと

なり，相当の入手をもってしでも相当長期にわたらざるを得ないc 本研究は一応10年をとりあえずの目標

としているが，言行性質の中には，現在いまだに試験法の確立されていないものも多く，将来試験法の変更

が予想されているものもある。さらに，試料の入手は，その樹種の代表的なものと思われる材質のものを

対象とすることはもちろんであるが，これとても母集団と考えた森林構造が年月とともに変化すれば変化

してゆくことは明らかで，間定したものではあり得ないのその意味では10年をまって一応の試験が完了し

たとしてもさらに保統的恒久的に試験がおこなわれる必要があるO したがって，この試験はi薗当な修正を

加えつつ継続的に行なわれることとなるであろう

この試験によって得られる数値は，一応それぞれの樹種の代表的な試験値と見るべきものであり，この

値をうることが本研究の目標でもあるが，その過程において，同じ樹種の，同じ試験木の，一定の箇所か

ら採取された試験片を用いて，;lSらゆる材質試験がおこなわれる結果，それぞれの性質の問の相関関係や

相互作用などが，多くの1訓話について明らかとなってくることが期待される。各!主日程干の標準的な試験値を

うることのほかに，これも本研究の重要な成果でなければならない。前者については，本試験が一応の全

樹種に対する試験を完了するのを待って取りまとめをおこなうべきものであるが，その過程において得ら

れた種々の成果についてはそのつど発表してゆき，最後にいま一度全体を通じての倹討を加えることとし

た。

供試材としては，本試験の性絡とその成果の運用とから考えて，つとめて国有林から入手することとし，

その樹積の平均的な材質を持つものを選定することとしたが，国有林材に代表的材質のものを欠くと忠わ

れる樹積については，民聞から入手することとしたっまた，試験成果については，つとめて具体的な数字

をもって明示するものとし，上中下， ABC 等の定性的表現は避けることとした。また，供試材について

は，可能な限り，その環境条件，林水としての状態をも調査し，原水となった場合にも，その断面形状，

( 2) 木材部材料科長・農学博士 (1) 木材部材料科物理研究室内
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年輪構成等を写真および芯裁によって記録にとどめ，供試材の台帳を作り，永久保存してデータの照合が

いつでもできるようにしたっこの台帳はまた，データの ìi!ì D)J として試験樹種，試験材の性質を伝える役割

を果たすことになる3

2. 供試材の選定

研究の対象とする樹種は，その利用の度合により次の 4 区分に分け，それぞれ取扱いをかえることとし

た。利用度の大きいものほど供試材の材積も大きく，試験項目も多|岐詳細にわたっている。

A: この区分に属する樹種は，分布区域もきわめて広く， ，容積も多く，広範囲に利用されているもの

であるつしたがって生育地，立地条件等により材質がかなり変動し，標準的な材質とはどのような

ものについていうのかも決定しがk.~、状態にある d この医分のものについては，地域区分を検討し，

決定された地域別に試料原木を入手して供試し，最後に判定を加えて，標準的な数値を求めなけれ

ばならないコ

B: この区分に属する俗j種は，手Ij用度もかなり広く，有用樹随一の代表的なもののうちに含まれ，諸積

もかなり多いが，分布地域および環境と，これにともなう材質の偏異はAの場合ほど広くはないと

思われる。この区分については，標準的郷土と思われる地方カ‘ら，標準的と思われる試料原木を抽

出して採取することとする〉

C: この区分に属する樹穐は，前区分ほど広範囲に利用されるわけではないが，一般によく利用され

ているかまたは利用の対象としてとりあげやすい樹種で，茶宥[はBにつぎ，用途もある程度限定さ

れる。この区分のものについては， B区分よりも少ない試料でその樹種の性質の概括値を求めるも

のとするつ

C区分をさらに，比較的大材も得られ，寸法の大きいi\'l\，:údlí'Jな用途にも多く用いられる樹種C' と

C'に比較すると用途も蓄積もやや1隠がせまく，どちらかといえば工芸的な利用や，工業原料として

の用途が多いと考えられるものC"の 2 区分にわける。採取方式はC' も C"も同一であるが， C"の方

がC'より供試材積も少なく，機械的性質の試験は省出会するものとする。

以上の区分にしたがって主要な樹種を抽出整理して，第 1 去のような69樹種が得られた。この樹種の数

は，それぞれの樹穏の利用上の重要度とともに，試験実行の負担力をも考えて決定したものであり，さら

に多くの樹種が選定され，あるいは上位の区分に繰り入れらるべきであるかもしれないが， 10年計阿とし

てはこのあたりが限度との判断のとに立って定めたものであるつ A1主 j種 4， B 樹君1ì 7， C' 間帯1119， C"附稲

39である。

2. 1 採取要領

前記の樹穏からの供試原木の採取は次のように計画したっ

A格j種: 各地域区分ごとに 5.7m3 (約20石〉とし，そのほかに原木品等や原木としての基礎材質の調

査用として 2.8m3 (約10石〕程度の丸太を各地域区分ごとに，その地域において当該樹種の主要生

産地域とみなされる国有林において採取するつ

Bt事J帯fî : 数量および採取地はAt品，1m!に準じるが，採取地は全国で 1 箇所とし，主要生産地とみなされ

る地域を選定するコ

C' 樹積: 1 樹種について 1. 5m3 (約 5.5石〕とし，その樹種の主要生産地域とみなされる国有林にお
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試験樹種および試験区分第 1 表

伐採予定年度

昭和 36 年度
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樹種番号| 樹 種 名 取扱区分 伐採予定年度

46 コ ナ 7 C" 昭和 40 年度

47 ノ、 ノレ レ c' 39 

48 ケ ヤ キ B 40 

49 ヤ ーマ グ ワ C" 37 

50 カ :ア 7 C 38 

51 ホ オ ノ キ C' 38 

52 ク ス / キ C" 37 

53 タ フ ノ キ C' 37 

54 イ ス ノ キ C' 37 

55 ヤ ーミF ザ ク フ C" 41 

56 イ ヌ ニ工- ン ジ :;:t.. C" 35 

57 キ ノ、 タ C" 40 

58 モ チ ノ キ C" 37 

59 イ タ ヤ カ ニ:c. ア C' 38 

60 ト ごト ノ キ C" 41 

61 、ン ナ / キ C' 39 

62 オオパボダイジユ C" 39 

63 ヒ メ tン ヤ フ C" 34 

64 セ ン C' 38 

65 、、 ズ キ C" 41 

66 シ オ ン〆 C' 40 

67 ヤ チ 夕、 モ B 38 

68 ア オ タ 日モ c' 39 

69 キ リ c' 40 

計
十
計

41  7 1 19 1 39 

メミ~
ロ 69 

いて採取するつ

C"樹種: C'樹種に準じるが，数量は O.6m3 (約 2.2 石〉とするつ

それぞれの樹種の採取地および採取年次(第 1 表参照〉としては第 2 表の営林局を選定した。

表中スギについては，わが国でもっとも代表的な有用樹種であるにもかかわらず熊本および東京局には

いっているのみで，その他はアキタスギ，テンリュウスギ等の代表的なものすらはいっていないが，これ

は，これら著名なスギについては，すで、に若干の試験の蓄積のあったことや，他の樹程が天然林を主体に

しているのに比し，スギは人工林が多く， ifl1種もきわめて多いため，かなりこの試験が進行してから，慎

重な検討の下に別途の立案をEきする点も考えられ，昭和42年予定の補足分としてあらためて考えることと

したからである。

これらの供試原木については，いずれも現地において直接選定の上，標準的な祈伐時期に伐採し，直ち

に林業試験場に送付するのを原則!としたc この伐採地は業務実行の便宜上， A， B 樹種について， なるべ

くその年度内伐採予定地から選ぶ方針とした。なお C' ， C" 樹種については，選定伐採を営林局に依頼する

こともあると考えた。

2. 2 原木の選定
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採尿年度

昭和134年度

35 

36 

37 

38 

39 

40 

41 

42 
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第 2表採取地区分

採 取 樹 種
採取局名

ltP| Ito-| 穏J 事ff 名 住j 種 名 樹 種 名

大阪 3 ク サ ーマ キ 4 モ
、、、 13 トガ→ナワラ

高知 14 ツ 7/ 15 ア カ ーマ ツ 38 プ ナ

63 ヒメ、ン刊'ラ

青森 6 アオモリトドマツ 15 ア カ ーマ ツ 24 ヒノキアスナロ

28 オニグルミ 36 ク リ 38 フ ナ

45 、、 ス ナ フ 56 イヌエンジュ

長野 イ チ イ 9 カ ブ ーマ ツ 12 ウ ヒ

名古屋 16 ヒメコマツ 19 コウヤマキ 20 ヒ ノ キ

21 • j- ワ フ 22 不 ス コ 23 ア ス ナ ロ

38 フ ナ 45 、、 ス ナ フ

熊本 2 カ ヤ 17 ク ロ Fマ ツ 18 ス ギ

37 ス タ ジ イ 40 ア カ カ 、ン 41 シ フ カ シ

42 ウノミメプJ シ 43 イチイガシ 49 ヤ ーマ ク ワ

52 ク ス ノ キ 53 タ フ ノ キ 54 イ ス / キ

58 モ チ ノ キ

札幌 7 ド ーマ ツ 32 シラカンノミ 33 ーマ カ ン ノ、

函館 35 ア 寸F ダ 38 フ ナ 45 、、、
ス ナ フ

50 カ ツ フ 51 ホ オ ノ キ 59 イタヤカエデ

64 セ ン 67 ヤ チ ~" モ

帯広 10 ニ"- 、I ーマ ツ 11 アカエゾマツ 25 ド ロ / 寸ーレー

26 ヤマナラシ 27 パツコヤナギ 45 、、 ス ナ フ

47 ノ、 ノレ レ 61 シ ナ ノ キ 62 オオノミボダイゾユ

68 ア オ
夕、、

モ

前橋 5 ウラジロモミ 8 シ フ
P、3 29 サワグルミ

31 、、、
ス メ 34 ア カ シ 7' 38 プ ナ

39 イ ヌ フ ナ 44 ク ヌ ギ 46 コ ナ フ

48 ケ ヤ キ 57 キ ノ、
夕、、

66 シ オ ジ

69 キ リ

l 東京 |;:|;Jι;|;:lf チノ ;|:|: ンノキズキ

A.B区分樹種の選定にあたっては，それぞれ予定された当該営林局管内で，その樹種について標準的

な地位・林相などを示す林分を調査地として選定する。調査地選定にあたっては，伐採した供試丸太を 2

カ月以内に林業試験場に送達せしめる必要があるので，本年度伐採作業予定地内で，供試丸太の搬出に便

なところを考慮して実施する。

実際の作業は，標準地設定後毎木調査を行ない，それにもとづいて径紋別に分類し，予定材積にみあう

供試木を選定し，伐採するのである。標準地の大きさは，その林分の概況を十分考慮したうえで，伐採予
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定本数の約10倍の立木が含まれるような面積を設定する。針葉樹の純林の場合は 0 . 2~0.3ha 程度が適当

であり ， 毎木調査の結果立木本数の過小な場合は， 標準地の範囲を拡大する。

毎木調査は， 標準地内に生立する胸高直径 5 cm 以上の生立木に一連番号をつけ， その胸高直径を測定

する。ただし， 当該樹種以外は番号をつけない。この胸高直径の測定と同時に成長の状侃， 樹幹形， 校節

痕，外傷について詳細に観察し， 供試木選定の資料とする。

供試木の選定は， 胸高直径 20 c間以上の全立木を直径階別に分類する。 この場合 3 つのグループの本数

が大体同じになるように直径階をきめる。しかる後， 成長の状況の観察が上， 中層木(主として上層木)

であって， 樹幹形が通直で， 曲がりその他の欠点がなく ， 枝節痕が消失していて傷害， 腐れなどのない立

木を選定する。この選定する立木本数は15本以上を必要とし，大 ・ 中 ・ 小の胸高直径階別にそれぞれの立

木本数に比例するようにきめる。

供試丸太は， 地上 1. 3m~3 . 4隅 のもの 1 本を各選定木から採材するのであるが，伐倒の状況な どによっ

て多少上下することもありうる。 また，予定材積に達しない;場合は， 3.4 m から上にもさらに 2 . 1 m の材

をとることもある。

供試木は立木伐倒にさきだって各種の観察および測定を行なうので，次に順をおって記述する。

供試木の樹幹形， 損傷の有無， 成長の状況等の調査は，すでに選定の際に終了しているので，直ちに，

写真撮影を行なう。これは， 樹冠形， 幹形， 樹皮， その他特徴的なものを表現しうるような資料であるこ

とが必要で， 立木番号も同時録影し普通 3 ~4枚のネガとなる。ついで，立木時の山側にマークをつけ， 地

上 0.3 m付 近に鋸を入れて伐修付『る 。 伐倒後伐J恨の年輪数を測定し， つぎに巻尺を用い校下高 ・ 樹高を測

定する。こ の際直径を地上 o nlから 2m ごとに，山側からみて直角の方向を輪尺で測定し， 直径が 8 c例 に

なるまで続ける。つぎに， 幹からでている枝のつけ根の直径と長さをすべて測定記帳して， 供試立木の調査

を終わり ， さきにのベた供試丸太を伐採し， この丸太の末口径および心材径を山谷の方向とそれと直角の

2 方向で測定する。供試丸太の元口にはマジヅクインキで、樹種および番号を記入する。伐根にもこの番号を

記入する。ついで虫菌害を防除するためにベンタクロンを散布し， 木口からの水分の蒸散を防ぐためにワ

セリンを厚く塗布して， この供試丸太の山での処置は終了する。このようにして採材した供試丸太の材絞

がほぼ， 5.7 m3 になるように実泌する。

このA.B区分樹種においては， 一般供試材のほかに原木の基礎材質調査用の供試丸太を採材ーすること

としてあり ，大・ 中 ・小の直径階から各 1 本を選び伐倒する。 伐採要領は前記一般供試丸太とほとんど同じ

であるが， 各丸太の端部から門盤をとり，辺心材別，方向別に割って生材含水率を伐倒現場で測定し，校は数

のみの測定で‘なく ， 校の着生地上高および山側，谷側の別を記帖し，かつ地上 Om に鋸を入れて伐倒する点

が異なっている。また，この場合の供試丸太は 0.3~3.3m， 3 . 3m 以上は 4 m ごとに玉切って供試するが，

これら 3 本の立木から採取した丸太の総計が 2 . 8m3 を超過した場合は， 利用度の少ない柏端部近くのもの

は供試しない場合もある。すべての丸太は心材径および末口径を測定してから元口への番号記入， 防腐防

虫処理を施すのである。 なおこの欠点調査用供試木の
H中"に相当する立木の枝条は 3cm径までをパノレ

プ試験用に供している。

C区分樹種については， 毎木調査を行なわずその樹穫の標準と考えられる立木を単木で選定するが， 調

査ならびに測定はA.B樹種と同様に行ない，所定材積に達する ような本数を採材する。 ただし， 校の測
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定は行なわない。

これら供試木の属する林分の林況，立地，林小班名，行政区耐|名は，森林調査簿より転記し，資料とす

る。

3. 試験材の取級い

3.1 試験材の処理および保管

現地より送達された供試丸太は直ちに横切りし，あるいは板にひいて前記各試験に供する。

まず，供試丸太の元口を約 3c間程度切り捨て，きれいな木口を出し，厚真撮影して記録として残し，丸

太全部の剥皮を行なうっついで，パノレプ試験用として厚さ 2cm の円盤を各樹種ごとに乾材重量 10旬以上

になるように何枚方、元口から切りとり，ついで同様に厚さ 3cm の化学成分分析用円盤を各丸太の元口か

ら各 1 枚ずつ切りとる。

円盤として採取する試験材は以上のもののみで，残りの丸太は帯銃製材機によって板にする。製材は，

生立時の山谷の方向に釧を入れて，厚さ 6c隅の似をだらびきする。この場合樹心を通る正社日板がとれ

るように考慮する。なお，製材に際して，あとでのべるようなコード番号を各板の面にマジックインキ

(黒)で記入しておくことにする。この板を天乾してから他の試験に供するのであるが，乾燥前に試験を

行なわなければならないもの，たとえば収縮率試験，乾燥性試験用の材はこの時に採取するc 収縮率試験

用の材には，各丸太の正柾目板(板番号 0) の元日側 30cm 程度をこれにあて，乾燥性試験用としては，

A , B樹種では 3 本の丸太， C樹種では 1 本の丸太の紅白板の縦半分および板目板 1 枚，辺材の板目板の

とれるものではこれも含む 2~3 枚の板を試験に供する。

残った供試材は，林地でおこなったと同様にベンタクロン散布により防腐防虫処理をしてから天乾場に

楼積みし，天然乾燥によって気乾状態に達するまで乾燥する。ただし，耐朽性試験用の材はあらかじめと

りのぞいて防腐処理を泌さないように考慮、している。

乾燥の終了した材は，試験材倉庫に搬入し倉庫内に作られた棚に，各樹種，各試験木別に水平に絡約さ

れ，その板は元日を通路に向けて置き，それぞれの番号を刻印した番号札をその元口に釘着して保管の便

に供している。

過去，ヒラタキクイムシの発生があったので，倉庫内は春先にやj回か BHC のくん蒸によって殺虫する

ことにしているO

なお参考までにのべると， 1 月に天然乾燥のために様相みした生材が天乾終了の 7 月に，すでに材の内

部にヒラタキクイムシの幼虫が存し， 10月には成虫として飛びだしたことがあるので，天乾楼積み前に防

虫剤を散布しても，春先には産卵される可能性があるので，倉庫内と同様なんらかの処理が必要なことが

考えられ現在検討中である。

3 ・ 2 試験片の採取要領

すでにのべた材質試験，ノミノレプ試験，化学成分分析試験，乾燥性試験および収縮率試験以外の試験用材

は，天然乾燥終了後倉庫に格納してある試験材から随時各試験の進行にあわせて搬出し，それから試験片

を木取るのであるが，原則として主要樹種試験においては， 1 採取地カるら採材した同一年度の同樹種の供

試材を 1 グループと考え，それらからえられた結果をその樹種の特性値とみなすことにしている。そこで

A.B樹種のように， 1 樹種 10 本以上 40 本からなる供試丸太のある場合は，各試験について，各供試丸
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太 1 本から 1 個以上の試験片を作成して試験に供し，それらの平均的な値がその樹種の性質を示している

ものとした。ただし，供試丸太が15本を越える場合は試験実行能力の量的限界もあって，適宜供試丸太中か

らさらに 15~20 本程度をぬきとり，供試材としているι この本数ならびに各丸太から採る試験片の個数

は，試験実行能力の量的限界で定まるもので，人員ならびに時間に余裕が生じれば追加して完壁を期すべ

きものであることはもちろんであるc

C 区分樹種の供試丸太は 2 本あるし、は 5 本以上からなっていて， 2 本の場合は各 3 個ずつ， 10本をこえる

ものは各 1 個ずつ，これらの問は各 2 個ずつの試験片をとって，その樹種の性質を示しているものと考え

ていて，これより少なくなる場合はなく，状況に応じて試験片の個数は士的やしていくことは前と同様であ

る。

各試験に供する試験材は，強度試験，物理性試験，而J朽性試験，着炎性試験などは 2c制または 3cm の

2 方H1;を必要とするので，柾目板または追柾の板をこれにあて，横関係、の強度試験など板目板を必要とす

るものは，板目板を使用している

3.3 試験材および試験片の整理

試験材はし、ろいろな形で，直接あるいは木工室で試験片に加工されてからそれぞれの組当部門に配布さ

れるのであるが，さきにものべたように，試験材は試験材倉庫に保管されている。これらの保管，材料の

出納事務のために試験材台帳が備えられている。この内容は，生立時の概況，形状，供試材の履歴，材の

枚数などが，各供試丸太ごとに記入されている。そのひな形を示すと第 3-1 ， 3-2 表のようなものであ

る。

これを詳細に説明すると，表面の第 1 行の供試木番号は，試験材コード番号および樹種名，生立地は行

政区i西名と林小班名，斜面は方位，傾斜，土壌，次の供試木は供試木の調査事項，写真は胸高部位の樹皮

外観，樹冠の全景，供試丸太の元口木口に外観を撮影した小型写真を貼布するC 供試丸太および供試材は，

材の履歴関係事項と木取りの概況図の記載を行なう 3 裏面には，供試材の材の寸法および試験用に払いだ

した状況を説明する資料を記載するために使用するようになっていて，各年度ごとに 1 冊にまとめて全試

験が終了するまで保存するものである。

次に試験材のコード番号であるが，これは 5 つの項名から構成され，第 1 項は 2 桁の数字，第 2 項、は英

字，第 3項は 1~3桁の数字，第 4項は英字，第 5項 1~2 桁の数字となっているr

第 1 項はt:1tl種名を表わし，第 1 表のようにイチイからはじまって，キリで、終わる69樹種名をコード化し

たものであって，この試験に予定された全樹種を示しているc

第 2 項は生立地すなわち営林局名を表わし， A: 旭川|から N: 熊本にいたる 14の局名をコード化したも

のである(第 4 表〕。

第 3項は立木番号を表わし，現地で毎木調査を行なったときにつけた番号をそのまま表わしているc こ

のため供試材として同一樹種が連続番号になるとは限らなL、ご毎木調査を行なわない樹種のものは，伐採

順に番号をつける。

第 4項は丸太位置の記号で，原則として地上高1.3~3.4問の供試丸太つまり 1 番玉をA とし， B: 3.4 

~5.5m， C: 5.5~7.6m のような丸太を意味しているが，この記号と地上高は必ずしも一致しなL 、。伐採

時の都合で伐採位置は適宜上下することがあるからであるo



第 3-1 表

9J  1 A 樹種

長野県北佐久郡御代田町大字血野字浅間山国有林

千曲) 11経営計画区岩村田事業区浅間山21林班L、小班

一 10 ー 林業試験場研究報告第153 号

供試木番号

生立地

カラマツ

斜面方位: S，傾斜:緩，中，輝石安山岩，壌，仁1"，軟，適

供試木

樹 令 67 ;1三 成長の状況 上!符木

胸高径 43 cm 外側上の特徴・樹幹 通 直

樹 高 20.7 111 校痕消失

校下高 6.8 111 

樹冠巾 立1 樹皮

校条:量 m3 欠点の状態

備考

胸高田fS t立
樹皮写真 lz 雲(

写真No. 4-102-808 4-102-806 4-102-1036 

供試丸太
元口写真

供試丸太

伐 採昭和 36 年 10 月 16 1'1 

採材の位置 1.3111~3.4m 

採材後の処埋 ペシタクロシ散布木口ワセ')シ塗11i

供試丸太の末口径

容積密度数

39 cm 

kg/m3 

供試材
製 材 nn 和 37 年 1 月 18 n 
天乾開始 37 年 1 月 18 日

天乾終了 37 年 6 月 5 11 

自信 考

発送 昭和 36 年 10 月 28 日

場内着 36 年 10 月 28 日

的 考 浅間から直通トラック使

木取り

第 5項は材の番号を表わし，第 1 図に示したように丸太を生立時の 111側を上にして横におき，その元口

に向かつて中心の征目板を 0，右へ 1 ， 2, 3，……と沼号し，左は 11， 12, 13，……と記号する。 この板が製

材のときに 6cm の厚さであるので，鋸のあさり幅を考えれば， 大体の位置はこの記号によって知ること

もでさるわけである。

これらのコードを例示すると次のようになる

第 1項樹種名 数字

第 2項生立地〔営林局名〉英字

第 3項立木番号 数字

第 4項丸太の位置 字
字

英
数

第 5項板の番号
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第 3-2 表

供試材

番 号|寸 度!払出先 l 払出年月日 l 備

9J l A o lmm01 物理研究室 I 37. 1. 1凶B 却加…カ川らいl凶山一5c
l [}一却m伽似O∞船似…Oω似X
」J2……∞似山………×幻m山…2勾以山2以2X5幻5.5

考

3 1200XllX3.0 

巾x30X60\盟211 37 . 6. 1 I 強開閉験着試，

三200X22X6.0l JI7: 
パルプ試験用円盤元口 2cm 1 枚ペノレプ研究室 37. 1. 17. (化学成分分析用試料も含む)

am 

i
-
-
w
 山

第 4 表 生立地名

記号 l 営林局名|記号|営林局名
A 旭 ) 11 H 前 橋

B ゴ七 見 I 東 五王

C 帯 広 J 長 野

D キL 腕 K 名古屋

E -凶~ 館 L 大 阪

F 青 森 M 高 告日

G f大 回 N i11l 本第 1 図

10A31B 4 :エゾマツ，旭川営林局管内産， 31 号供試木， 2 番玉，山倶Ijからみて中心より右へ 4枚目の

板。

4. 試験の実行

4. 1 試験項目

試験の実行は，試験が高合水率であることを必要とするものは，試験材を入手後直ちに試験にとりかか

り，気乾伏態でおこなう試験については， 3 によって保管整理された試験材について，原則として採取年

度の翌年度において試験を実行することとした。しかし現実には諸般の情勢から，さらに年次が遅れて試
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規格
No. 

ク

2113 

イシ

。

2114 

2116 

2117 

2119 

2120 

2121 

2141 

今

2112 

ク

ク

2104 

2105 

ク

ク

2103 

2102 

ク

2111 

ク
ム
ゲ
タ
ム
ゲ
ム
ゲ

タ
タ
ム
ゲ

そ少

適用
Jrs 

Z 

Z 

z
z
z
z
z
z
z
 

Z 

z 
z 

Z 

日

比重

容積密度数

平均年輪 l陪

平均収縮率

気乾までの収縮率

全収縮率

吸水量

各時間における吸視率

平衡吸混率

縦圧縮強さ

縦圧縮比例限度

縦圧縮ヤング係数

横圧縮比例限度

横圧縮ヤング係数

部分圧縮比例限度

辺長の 5%部分圧縮強さ

縦引張強さ

縦引張比例限度

縦引張ヤング係数

横引張 i演さ

横引張比例限度

横引張ヤング係数

曲げ強さ

世|げ比例限度

曲げヤング係数

せん断強さ

(衝撃的げ〉吸収エネノレギー

かたさ

耐朽性

着災性

釘引抜抵抗

摩耗

乾燥性

蒸煮試験〔クラフト法〕

収率(精選，粕，全〕

項験試

。。。。

。

。

。

。

。

。

。

。

。

。

。

。

Tappi Standard 
T 202 m 45 

P 8121 

P 8128 

未明ノ勺レプ，晒ペノレ
プ両者について行な
う。

。

。

。

。

。

。

。

。

。

。

。

。

8123 

8124 

P 

P 

塩素吸収量〔ローエ価)

ルプろ水度

白 色 度 〔未晒ノミノレプ)

栖試験 (6 ~ 8 段標白〕

晒歩止り

白色度(晒ノ勺レプ)

紙力試験

紙のメートル坪量
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分別試験項目
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8116 
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度
さ
さ
さ
度
析
ス
ス材

ロセ

ノレ ロ

ントサン

リグニン

灰分

溶解分

冷水溶解分

温水溶解分

1 % NaOH 溶解分
アルコーノレベンゼン溶解分

テル溶解分

目

の厚さと密

張り強

裂強

裂強

折
c.. 
/! 

ノレ ロ

項験試

紙
引
破
引
耐
ホ
セ
ベ
木

ニL

6 

t.M 種

記号也一空一望一一一一
1ST I "7 哨 マ 吋|広島県甲奴郡上下町大字小沼字屍風山
二二1 I N 一二一上広島壁営計l型l区福山事業区昇風山 17 林也、小班

LI プ ナ|鳥取県八頭郡若桜町字諸鹿
| ノ|鳥取経営計両区鳥取事業区沢川山 15 林班は小班

3M 1 ク ザ マ キ i 高知県高岡郡大正町足)]1 山国有林
」ム><1 ノ 寸|窪川経営計画区大正事業区足川山 33 林班L 、小班

|モ ご|高知県高岡郡大正町足川山国有林
|窪川経営計幽区大正事業区足川山 33 林班L 、小班

で三訂1 cτ二 円 ~I 高知県安蚕蔀馬蕗村主主渠瀬
山UÁ 1 μ γ 〆 ノ|高知東部経営計[由l区魚梁瀬事業区谷山北平山 94 材班い小班

|ツ ガ l 高知県高岡郡大正町足川山国有林
i 窪川経営計[幽区大正事業区足川山 33 林班L 、小班

l 日MI ヒメシ二両開厳正時JIÚLI国有林
i 窪川経営計岡区大正事業区足川山 33 林班し、小班

l ア モリトドマツ 1 青森県
青森中部経営計同i区八甲田事業区前岳 28 林班は小班

[ア カ マ ツ円手県岩手郡岩手町大字県内字山谷
凶七上山よ並十 塑匡担島有車埜匡斗旦桃墜亙2/J ，盟

|ヒノキアスナ 青森市大字滝沢字東岳国有林ロ|青春主樫経営計画区八甲田事懇噴沢111 吋班に小班
|ォー グノレ ミ|青森喜上榔十和田町大字奥瀬字尻辺山

一 青森部経営計画区三本木事業区 79 林班L 、小班

36F 1 ~ 1) 1.時原東津軽郡野内村大字帰張萩東坂国有林
| |青森中部経営計画区八甲田事業区久東坂山 B 林班は小型E

8F 1fT  1 青森二王ゴ白汁和田町大字挺顧事戻通山
l ブ ナ| 青森南部経営計画区三本木事業区 75 林班は1小班

青森~Tlじ郡十和田町大字奥瀬字尻辺山
45F I ミ ズ ナ ラ|青森南部経営計画区三本木事業区 79 林班に1小班

l' /- -/ 1 タ 76;休班は1小班
I ク 75 林班い1小班

地取
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昭和

35 年度

採材

昭和

35 年度

採材
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樹種

:氾号|樹種名
一一|二ド二万二l青森}回匝耐1111府報両辺1I1

二二二 J青森南部経営計ドl堅二三ド~型茎[~C坦L教理1土2士型
9 J 1 カ ラ マ ッ|き野県北佐久郡御代田町大字温野字浅間山国有林

J 1 十千 1111 川経営言I'imi区岩村田事業区浅間山 21 林班L 、小班

19 J I コウヤマキ|長野~~gg筑摩郡王泊村
←一一1 - ~ 1 本曾合経笛ぎりll lJ l三上些茅業!え坦豆林J~臼j~型IE_一一一一一一一

1 長野県西筑摩郡上松町大字小川字中立
20 J 1 ヒ ノ キ|木曾谷経営計itliî!左上松事業区 96 林班L 、小班

タ 97 林Iú[l 、小班

昭 和|つTτI -H- 円 ー|長野県凶筑摩郡上松町大字小川字中立
1μJ 1 寸 ソ フ|木曾谷経営計同il三上松事業区 95 林班L 、小班

36 年度 1--:..-ー←一一 I
|ウつ τl ウ イ ~ 1 長野県西筑摩郡上松町大字小川字中立

採 材 1 LL J 1 干 λ コ|木曾谷経悦計ドliil左上松事業l玄 98i休Jj肌、小班

23 J I アス ナ ロ|長野県内筑隅!日上松l町大判サ 11字rl:!立
一一|一" ~ _L主堂谷経営りiJil盟理竺側、生班一一一一一一
38K I ブ ナ|岐!県大野郡清見村大字池在字池本山国有林

1 / / 1 JJ官邸経't;t計jûli区古川事業区池本11135 林班し、小班
1 岐阜県大野郡市見村大字池本字池本山国有林

45K 1 ミ ズ ナ ラ 1 JJ~illJ"i1経営計両区古川事業区池本山 35 林班L 、小班
I 1 ク 35i休班に小班

広‘ 取 地

験を行なったものも少なからずある。試験すべき項目は， ]IS 規格，木材試験法として制定されているも

の，およびその他の標準試験法が椛立しているものを選び，その他の性質については，試験法をよく検討

して，ほぼ標準的な試験法の尚一立したものは新たに試験すべき頃日に繰り入れてゆく方針をとった。現在

までにこのような試験法の検討によって，試験すべき項日に繰り入れられたものは乾燥性のみである。実

行すべき，また実行しつつある試験項 11 を第 5 表に示す。試験項目は， A. B樹種についてはすべての試

験項目を実行することとし， C', C" についてはさきにのべたような理由で試験項目を減らしたc

表に..己jl設されていない試験項目で， 1長1種特性の半Ij定に役だっと AHわれる試験には，次のようなものが考

えられる。

ポアソン比，列断iJììi性係数，自j裂抵抗，クリープ，タフネス，被ì'jlj'l"t，耐久性，熱伝導率，誘電率，誘

電体損失，対数i成交率，塗装性，接着J性，狂いの程度，而J虫性，而J!Ifi'k性，注入抵抗，耐久性， i担m包構成比，

繊維長その他の組111包常数，欠点係数等υ

これらの諸性質については，本試験にともなって，または別個に試験法の検討を進め，信頼しうる標準z

的な試験法が何られたときに逐次項目を追加l してゆく予定である。

4. 2 入手済みの試験材

以上のような言|附にしたがって，昭和34ir度以米，毎年継続して試験材が入手され，試験が続行されて

きた。昭和37年度には熊本'自称局管内から試験材を入手の予定であり，すでに山元における採材を了えて

いるが，現在まだ入手していないので，昭和36年度までに入手した材を表示すれば第 6 表のごとくであるC

それぞれの入手試験材についての調査事項は別途公表の予定であるが，とりあえず，その入手地のみを示

しておしこれらの試験材については，一部の試験は完了しており，一部の試験は実施中であり，これら

はいずれ阪を追って発表の予定である。

なお，昭和36年度においては，予定樹種中，イチイ， トウヒ，ヒメコマツについては，採材地が旅費そ

の他の関係で制約を受け，入手することができなかった。これはゐらためて別途補足材として入手する予

定である。




